
古代ハ ワイ音楽(1)

内 崎 以 佐 美

1は じめ に

II声 楽

[1]メ レ

(1)メ レ ・ オ リ

(2)メ レ ・ フ ラ

[2]ハ ワ イ語 とその詩作

[3]フ ラ につ いて

1は じめ に

ハ ワ イ音楽 につ いて は、 これ迄 、調査研 究 、楽器収 集 、演 奏 を通 して永 い間 かか わ っ
ほ ラ

て きたが、 その 間、 内外 の学 会 で研 究報告 を をお こ なった内容 も一部 と り入れ て、 本稿

で は古 代ハ ワイ音楽 を、声楽 と器楽 の二 分野 に分 けて論述 したい。

最近 ハ ワ イでは、 その 固有 の音楽 を含 め た伝 統 的文化 に対 す る覚醒 の傾 向が 見 られ、

これ ら文 化 を改 め て 見 直 し研 究 しよ う とす る動 きが あ り、 こ れ を 「ハ ワ イ ア ー ナ」

("Hawaiiana")と 呼 んで い るが 、 こ うした本場 のハ ワイにお いて も、古 代ハ ワ イ音 楽 に

関 す るま とま った研 究書 、解説書 は 見 当た らない。後述 の1924年 にヘ レン ・H・ ロバー
く　　

ッ(HelenH.Roberts)が ま とめ た調査 記録 で 公刊 され た ものが現 在 では唯一 の もの と

されて い る。 ま してハ ワイ以外 の地域 で は、 この領域 に関す る文献 は皆 無の状 況 と言 っ
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て よい。 本稿 を まとめ てみ るこ との意義 が あ る とす れば 、 それ は こ う した状況 の しか ら

しむ る ところで あ ろ う。

古 代ハ ワ イ音楽 の時 代 とい われ る期 間は 、太古 か ら1820年 頃 とい う極 め て永 い もの で
くわ

あ るが 、この 間 に、有 史時代 とな ってか らは 、1778年 の キ ャプ テン ・クッ クの上 陸、1795

年 には 、1893年 迄 続 いた カ メハ メハ 王 朝(KamehamehaDynasty)が スター トして い

る。 クッ クの上 陸以前 に、古 来ハ ワ イ人の 間 に存 在 した伝 承 、つ ま り、固有 の言 語 であ

るハ ワ イ語 に よ る 「語 り」が 、mele(歌)つ ま りchant(英 語 で歌 を意 味す る)と い う

か た ちの音楽 的 発声 と して捉 え るに足 る表現 形態 を とる よ うに な り、次 第 に詩 的 口承 と

で も言 える、 内容 も多岐 に亘 る もの とな って いた。 神 々へ の崇 拝 、統 治者へ の 畏敬 、 自

然へ の賛 美 、諸 々の悲 喜 の感情 の吐 露 、 とい った もので あ る。 そ して 、身振 り、つ ま り、

フ ラ(hula)と い う舞 踊の か た ちの動 作 に よる表 現 を伴 な うメレ ・フラ(melehula)、

これ を伴 なわ ない メ レ ・オ リ(meleoli)の 二つ の種 別 が生 じる よ うに な った。 メ レの

成 り立 ちには、 歌 われ る内容 とそれ を表現 す る言語 で あ るハ ワ イ語の特 性 が大 きな要 素

となって い る。 とりわ け、ハ ワ イ語 の持 つ なめ らか な音 声 は音楽 的表現 に適 したの で あ

った。 フ ラは"chantedgesturestory"(歌 われ るヂ ェスチ ャー に よる物 語)と もい うべ

きもの で あ り、 一種 の ミュー ジカルの 様 な性 格 の表現 形 態 であ った。 しか し、 今 日、 フ

ラが演ぜ られ る際 は、ゼ スチ ャー として の表現 形態 の みが前 面 に出 て、本 来主体 で あっ

た メ レの部分 は次 第 に副 次的 な もの あ るいは殆 ど無 視 され る よ うに な ってい る。西 欧 と

の接 触 が頻繁 となった19世 紀 末以 来、 フラ を演 ず る際の 聴衆 は大 部分 がハ ワイ語 を解 さ

ぬ 外国 人 となった ため に、 フ ラは見せ るこ とに主眼 を置 いた表現 形態 とな ってい るか ら

で ある。 と もあれ 、古代 ハ ワ イ音 楽 は声楽 生体 の もの で あっ た とい うべ きで 、 こ う した

表 現形 態 の特 に リズムの 面 での 引 き立 て役 として取 り入れ られ る よ うにな ったの がパ フ
　の

(pahu>と か イ ブ(ipu)の よ うな 打 楽器 の 数 々で あ る。 こ の ほ か 弦 楽 器 の ウ ケ ケ
　 ヨ 　

(ukeke)、 管楽 器 の ノへ(nohe)の よ うに、ハ ワ イ固有の 弦 ・管 楽器 も存在 した が、 フ
　 　 　

ラ と共 に は さ ほ ど 演 奏 され な か っ た。

西 欧 文 化 との 接 触 前 の 、 つ ま り1820年 以 前 の ハ ワ イ 音 楽 に つ い て 、 現 在 こ れ を解 明 し

得 る拠 り所 と し て は 、 まず 今 日迄 に収 集 さ れ て い る 民 間 伝 承(folklores)、 つ ま り メ レ

(mele)の か た ち で ハ ワ イ に 古 くか ら伝 え られ て い る詩 的 口承(poeticoraltraditions)

が あ る。 それ に 、 ジ ェ ー ム ズ ・ク ッ ク(JamesCook)、 ジ ョー ジ ・バ ン クー バ ー(George

Vancouver)、 オ ッ トー ・フ ォ ン ・コツ ブ(OttovonKotzebue)と い っ た 外 国 の 探 検 家

た ち に よ る現 存 の 記 録 ・報 告 類 が あ る。 そ して ハ ワ イ土 着 の 人 た ち に よ る もの と し て は 、

ま ず マ ウ イ 出 身 の 巡 回 牧 師 エ イ ブ ラ ハ ム ・フ ォー ナ ン ダ(AbrahamFornander)

(1812～1887)の 書 い た"CollectionofHawaiianAntiquitiesandFolklore"(「 ハ ワ イ
　ハ

の古代遺物 ならびに民話集」)がある。師はハ ワイ人女性 と結婚 しハ ワイ語を完全に読み
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書 き 出 来 た 人 で あ るが 、ハ ワ イ古 代 の チ ャ ン トを 多 く収 集 し英 訳 に つ とめ た 。 この ほ か 、

ハ ワ イ 人 の研 究 者 デ ビ ッ ド・マ ロ(DavidMalo1793～1887) 、 ジ ョン ・バ バ ・イ イ(John

PapaIi1800～1870)、 サ ミュ エ ル ・カ マ カ ウ(SamuelKamakaul815～1876)、 ケ ペ

リ ノ ・ケ ア ウ オ カ ラニ(KepelinoKeauokalani1830～1878)な ど に よ る様 々 なか た ち

で の 見 聞 ・回 想 の 記 録 が あ る。 と りわ け、 古 代 ハ ワ イ音楽 の 貴 重 な資 料 とされ て い る の

は 、1923年 か ら1924年 に か け て実 施 され た 、ヘ レ ン ・H・ ロバ ー ッ(HelenH.Roberts)

に よ る 調 査 記 録 で あ る。 当 時 準 州 で あ っ た ハ ワ イ の 立 法 に よ り知 事 の 任 命 し た

(HawaiianLegendsandFolkloreCommissionハ ワ イ伝 説 ・伝 承 調 査 団)の 団長 ジ ョ

ン ・R・ ガ ル ト(JohnR,Galt)、 秘 書 エ ドナ ・J・ ヒル(EdnaJ.Hi11)、 ハ ワ イ 人 団 員

エ マ ・ア フ エ ナ ・テ イ ラー(EmmaAhuenaTaylor)ら と と もに調 査 記 録 に 当 た った 。

ロバ ー ツ は 人 類 学 者 兼 音 楽 学 者 で あ っ た が 、ハ ワ イ語 を解 さ なか っ た もの の そ れ だ け に

慎 重 を期 し、結 果 と して メ レ とオ り合 計700曲 を 採 譜 記 録 した。これ らの 調 査 記 録 は1926

年 に ホ ノル ル の ビ シ ョ ップ 博 物 館(BerniceBishopMuseum)よ})館 報 第29号 と して刊

行 され て い る。 また 、 この 館 報 は1967年 にDoverPublications,Inc.よ り復 刻 出版 され

て い る。

II声 楽(vocalmusic)

[1]メ レ(mele)

く　　

ハ ワ イ語 で メ レ(mele)と い う と 「歌 」 また は 「歌 う」(chant
,tochant)あ る い は
　　　

「詩 」(poem)を 意 味 す るが
、ハ ワ イ の声 楽 に は メ レ ・オ リ(meleoli)と メ レ・フ ラ(mele

くユの

hula)の 二種類 があ る。 メレ・オ リは単 にオ リ(01i)ま たはオ リオ リ(olioli)と も言わ

れ るが、oliと は本来 「楽 しく歌 う」(tosingwithjoy)と 言 う意味が ある ものの、 メ

レ ・オ リまたはオ リが、踊 りを伴 なわない、そ して通常 一人で歌 うチ ャン ト(歌)を 指

す のに対 して、 メレ ・フラあるいは単 にフラ とい うと、単 なる踊 りまたは楽器の伴奏付
ご　 ラ

きの踊 りを伴 なったチ ャン ト(歌)を 指す。 オ リの方は厳密 な形式 といった ものは うる

さ く言われ ない ものの、音声の点 で 多分 に制約 があ るの に対 して、 フラの方 はオ リよ り

もは るかに 自由で旋律的 な表現が な され る。

オ リを歌 う際の発声の要件 としては、力強い胸の底か らの荘重 な声 でなければな らず、

そのため には、長 く息 を溜め るこ とが出来 なければ ならない。 オ リを歌 うこ とに上達 し

ようとす る者は子供の日寺か ら トレーニ ングを重 ね、 その方法 としては、長 い時間息 をし

ないで走 った り、長時間海 で素潜 りをした りの方法 などで肺の能 力 と耐久 力が鍛 え られ

た。 こ うして鍛 え られ た声 を駆使 してオ リの場 合は専 らソロで歌 われ、重唱 は滅 多に行
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　ユ　 ノ

なわれず 、複数 で歌 われ る際 は代 る代 る ソロで歌 われ た。

メレで もダン スあ るいは器楽 伴奏 付 の ダン スを伴 うか、 伴わ な いかで 、 フラ とオ リに

分類 され る と述べ たが、 メレには次 の様 な分 類 もさなれ てい る。先づ メレの 内容 あ るい
しユヨ 　

は歌 われ る趣 旨に よ る分 類 であ る。 カ ドウ ェル(HelenCadwe}1)に よ る と、(1)宗 教 ・

祈 り ・予 言 に関す る もの 、(2)イ ノア(meleinoa)と 言わ れ る首 長 の生誕 ・祖 先 の英雄 的

業績 を詳述 す る もの 、(3)カ ニ カ ウ(melekanikau)と 言 われ る死 に面 しての 悲歌 ・哀

歌 、(4)イ ポ(ipo)と 言 われ る恋歌 の 四つ が あげ られて い るが、最 後 の範疇 の もの が世 俗

性故 か最 も数 多 く残 され て い る。

また、 メレをその構 成 ・内容 ・情 感 とい った 質の面 か ら分類 す るこ と も行 なわれ てい
　ユ　 ち

る 。 ア ン ド リュ ー ス(LorrinAndrews)に よ る と、 第 一 級 に属 す る もの を メ レ ・マ イ カ

イ(melemaikai)、 第 二 級 つ ま り中級 に属 す る もの は メ レ ・オ リオ リ(meleolioli)ま

た は 、 メ レ ・レ ア レ ア(melelealea>と 言 わ れ 最 も数 が 多 く広 い 範 囲 に 及 ぶ 多種 多様 の

もの を含 み 、 第 三 級 つ ま り最 も下 の クラ スの もの は メ レ ・パ エ ア エ ア(melepaeaea)

と 言 わ れ 、 メ レ ・マ イ カ イ に あ る様 な情 感 とか 内 容 構 成 に 欠 け て お り、 と りわ け情 感 の

点 で 上 品 さ に 欠 け る と さ れ て い る。 メ レ ・パ エ ア ェ ア は メ レ ・カ マ リ イ(mele

kamalii)、 メ レ ・プ プ レ(melepupule)と も言 わ れ る。 ア ン ドリュ ー ス に よ る と、 モ ダ

ン ・メ レ(modernmele>つ ま り現 代 に な っ て 作 られ た メ レは 、 情 感 の 点 で は オ リ オ リ

つ ま り中級 で あ り、 質 の 点 で は パ エ ア エ ア の ク ラ ス に属 す る とい うこ とで あ る 。

(1)メ レ ・オ リ(meleoli)

メ リ ・オ リ(ま たは オ リ)はunaccompaniedrecitative(何 も伴 な わ ない叙唱)と 言

われ る。つ ま り、 メレ ・フ ラ(あ るいは単 に フ ラ と も言 う)が 単 な る踊 りまたは楽器 の

伴 奏付 きの踊 りを伴 ったチ ャ ン ト(歌)で あるの に対 して 、 オ リは踊 りを伴 なわ ない、

そ して、通 常一 人で歌 うチ ャ ン トで あ る。 オ リの 唱法 は クラ シ ッ ク音 楽 で言 うレチ タテ

ィー ヴ ォ(recitative)つ ま り叙 唱 に当 た る もので 、 オラ トリオ、 カン ター タ、 ある いは

オペ ラで歌 う とい うよ り語 る方 に主 眼 を置 いた行 き方 で、 これ とは対 照 的 に旋 律 を美 し

く歌 い上 げ るア リアは フ ラの行 き方 と似 て い る とい うべ きで あ る。 そ して フ ラが 開放 的

で旋律 的 で あるの に対 して オ リは音声 も固苦 し く、 言葉 の表現 に重 点 を置 いた もの で あ

った。

メ レ ・オ リに は 大 別 して 、プ レイ ン ・オ リ(plainoli一 普 通 の オ リ)、 ボ ア エ ア エ

(hoaeae)、 ホ オ ウエ ウエ(hoouweuwe)、 モ ダ ン ・オ リ(modemoli>の 四種 が あ る。

このほ か に、 コイ ホ ヌア(ko`ihonua)と ケパ ケパ(kepakepa)を オ リの一種 に加 え ら

れ るこ とが あ り、 また、 メレ ・クオ(melekuo)も オ リの一種 とされ る こ と もあ るが 、

これ らの区分 けは、 上記 四種 と並 列の捉 え方 で な く、チ ャ ン トの発 声法 、歌 われ る場面
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に着 目 した区別 で あ り、後述 す る。

(1)プ レイン ・オ リ。誰 か を哀悼 す る場合 とか の よ うに特 に何 か を表 明す る場 合 を除 いた

す べ ての場合 に歌 われ るオ リで あ る。夫 々何 かの主題 につ いて歌 ってお り、 その意味 で

は、 すべ ての オ リは トピカル ・メレ(topicalmele一 或 るテーマ につ いて歌 われ るメ レ)

で あ る と言 え、 これ は メレ ・フラにつ いて も言 え るこ とで あ る。 この オ リにつ いて一般

的 に言 える こ とは、伝 統的 な オ リとしての制約 の範 囲 内で あれば 、それ を歌 う者の違 い

に よ るヴァ リエ ー シ ョンが か な りあ るこ とで あ る。 これ は旋律 に おいて も リズム におい

て もで ある。例 えば 同 じプ レイン ・オ リも親 と子 が個別 に歌 うの を聞 くと音声 及び 唱法

は無論 の こ と細 い点 で夫 々にバ リエー シ ョンが見 られ る。

② ホアエ アエ。 ホ オ ウエ ウエ と同様 、歌 手 の持 つ 声の 質 とテ クニ ックに よって感情 を率

直 に表 現す る もので、 ホア エアエ の方 は ラブ ・メ レ(愛 の歌)で あ り、軽 い声 の持主 に

よって歌 われ るのが普通 で 、重 い声の歌 手が 歌 うと、 ホオ ウエ ウエの様 に聞 こ え、 これ

を聞 い た者 が悲 しい気分 にな って泣 き出す と言 う。 ホアエ アエ(hoaeae)の"aeae"は

擬 音 的 な音 声 を意味 し、言葉 の最 後 の シラブル の母 音 を伸 ば し、 しか も トリルの様 な楽

節 で伸 ばす ので あ る。 プ レイン ・オ リでは この様 な母音 を伸 ばす 音声 は曲の最 後 に しか

聞か れ ないが、 ホ アエ アエ では決 まった イ ンター バ ルの もとに聞 かれ るのが特徴 で あ る。

又、 ホ アエアエ は最 後迄 調 子が変 らないが 、プ レイン ・オ リでは 決 して一 本調 子で な い

とい うの が両者 の差 異で あ る。

(3)ホオ ウエ ウエ。 音声 、表現 の仕 方 と もホアエ アエ と同 じであ るが、 こ ちらの方 は、専

ら哀悼 の ための チ ャ ン トで あ り、 よ り重 い声 で歌 われ る。母 音 を伸 ばす 唱法 の他 に、 こ

れ ら母 音 をホアエ アエ のやや 明快 な音 声か ら悲嘆 に満 ちた もの に変 えて歌 うこ とが行 な

われ る。 これ を聞 くものは 感極 まって涙す る といわれ る。

(4)モダ ン ・オ リ。 古代 か らの伝統 的 なオ リと比べ る と、現代 的 なハ ワイ語 が 用 い られて

いる以外 区別が つか な い もので 、 クック以 来の西 欧 との接触 によ って 、 この影 響 を受 け

ての 変容 が あった と考 え られ る ところで あ るが 、 この 一部 の言葉 使 いの点 を除 いて余 り

変 る こ とが なか った。 これ は、 メレの歌 い手 の祖 先 に対 す る畏敬 の気持 ちの しか らしむ

とこ ろであ ろ う。

オ リは以上 の四種類 の もの に区分 け され るほ か、次 の もの も時 と して オ リの 区分 けの

一種 とされ る こ とが あるが
、 これ らは、 チ ャン トを別 の捉 え方 で区分 け した結果 の もの

で あ り、 以上 の四種類 の 区分 け とは別 に扱 うべ き もので あろ う。

(1)コイホ ヌア(ko`ihonua)と ケパ ケパ(kepakepa)。 コ イホ ヌアは特 定の種 類 の メレ を

言 うの では な く、 メレ・イ ノア(meleinoa)つ ま り、王や 王家 の栄光 を讃 え るための歌

を歌 う時の音 声 また はその唱 法の こ とを指 す ので あ り、普 通 の会話体 で この歌 を唱 う唱

法 の こ とを言 う。 コイホ ヌア もケパ ケパ も会話体 の チ ャ ン ト唱法の オ リで あ りなが ら、
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古代ハ ワイ音楽(1)

両 者共 、 オ リ特有 の レチ タテ ィー ヴ ォ風 の メレに含 まれ る様 な音楽 的 な要 素 は含 まない。

(2)メ レ・クオ(melekuo)。"kuo"あ るいは"kuwo"は 喜 びにつ け悲 しみ につ け発す る

叫 び声 を意味 す るが、 メレ ・クオは どち らか と言 うと哀悼 の場 合 に歌 われ る もので 、最

後 に"kuo"と 叫 び声 をあげ るのが特徴 で あ る。 メレ ・クオは次 の様 な場 合 に歌 われ る。

家 族の 誰か が永 い間家族 と離 れて 久 し振 りに再 会 した時、家族 の誰 かが亡 くな った とき、

カップ ルの一 方が亡 くな る とか去 る とか して一 人に なって悲嘆 に暮 れて い る ときな どで

あ る。

(2)メ レ ・フラ(melehula)

メ レ ・フラ(あ るい は単 にフ ラ)は 、単 なる踊 りまたは楽 器の伴 奏付 きの 踊 りを伴 っ

たチ ャ ン トで あ り、 メ レ ・オ リが何 も伴 なわ ない叙唱 で あるの に対 応す る種 別 の メ レで

あ る。 オ リが通 常一 人で 唱われ るの に対 して フラはア ンサ ンブルで歌 われ るの が普 通 で

あ る。 メレ ・フ ラはハ ワ イ人等 の オペ ラだ と も言われ る し、 また 、 ダンスの伴 奏の 目的

で歌わ れ る メレすべ て を含む とも言 われ る。 そ して フラは普通 の歌 に近 い もの と言 うこ

とも出 来 る。 メレ ・フ ラ を分類 す るにつ いては、 フ ラの 踊 りのか たち によ って行 な うの

が普 通 であ り、以下 その分 類 に よってい る。

(1)フラ ・ノホ ・イ ラオ(hulanohoilao)。 これ は座 踊 フ ラ(sittinghula)で あ りフ

ラの中 で も最 も数が 多い。 そ して楽器 の伴 奏 を伴 な うもの とそ うで な い もの とが あ る。

1)ア ニ マ ル ・フラ(animalhula)。 これ は文 字通 り動物 を象徴 す るフラで、楽

器 を伴 ない もの で あ り多様 な種 類 を含 む もの で ある。 トー テム崇拝 あ るいは動物 を守護

神 とす る考 えの 表 われ と見て よい。 それ らの 主 な もの には フラ ・コレア(hulakolea)

(千 鳥の 踊 りの フ ラ)、 フ ラ ・マ ノ(hulamano)(鮫 の 踊 りのフ ラ)、 フラ ・イ リオ(hula

ilio)(犬 の踊 りの フラ)、 フ ラ・プ アア(hulapuaa)(豚 の踊 りの フラ)な どが あ る。 こ

れ らの フ ラは それ ぞれの作 曲者 が動物 の特 性 を面 白 く表現 す る こ とを意図 して作 った も

の をダンサ ー もこれ に合 わせ て動 物の動 きをパ ン トマ イム的 に表現す るこ とによ り、一

つ の動物 の類型 が形作 られ るよ うに なった とい う。

2)ヂ ェ スチ ャー ・フ ラ(gesturehula)。 この名称 は他 に適 当な呼 び方が ない ま

まヘ レン ・ロバ ー ツが便 宜 的 に名 付 けた もの で あるが、坐 った姿 勢 で楽 器 の伴 奏 な しで

単 に メレのみ を伴 って踊 るフ ラで 次の ものが あ る。 胸部 を手で打 ちなが ら踊 るフラ ・パ

イウマ ウナ(hulapaiumauna)、 体 を横 た えて踊 る フラ ・オヘ ロ(hulaohelo)、 カ スタ

ネ ッ トの様 に小石 を手 に持 って踊 るフ ラ ・パ フア(hulapahua)、 しか しこれ は後述 の フ

ラ ・イ リイ リ(hulailiili)と は明 らか に異 なる。 このほ かに、ペ レ(Pele)、 ム ウム ウ

(muumuu)、 コラニ(kolani)、 それ にゲー ム としての フ ラで あ るキル(kilu)と い った

もの が ある。
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古代ハ ワイ音楽(1)

3)イ ン ス トラ メ ン タル ・フ ラ(instrumentalhula)。 こ れ も、 ヘ レ ン ・ロバ ー

ツ に よ る分 類 で あ る が 、 何 らか の楽 器 を手 に して 奏 で な が ら演 ず る フ ラで あ る。

① フ ラ ・イ リイ リ(hulailiili)と レ・う古 くか ら あ る この フ ラ は 、 坐 っ て 、 両
ほ　

手 に各 々二個づ っの イ リイ リ(カ スタネ ッ トの よ うに鳴 る小石)を 持 って、チ ャ ン トに

合 わせ て両手 を開 いた り閉 じた りしなが ら小 石 を鳴 らす もの であ る。

② フ ラ ・ブ イ リ(hulapuili)は ブ イ リ(puili)と い う長 さ約18イ ンチの竹 筒

で、3～5イ ンチ の握 りの箇所 を残 して あ とは 、丁度茶せ んの様 に細 く割 った もの を持

って、 リズムに合 わせ て、ペ ア を組 んだパ ー トナー と相 手の 肩や 手首 をた た き合 うとい

う対 の動 きをす る もの であ る。 これ を双 方で投 げ て交 換 す るこ と もあ る。

③ フラ ・イブ(hulaipu)、 フ ラ ・パ フ(hulapahu)。 瓢箪 で作 った打楽 器の
ほ　エ

イプ な らび に丸太 を くり抜 いて鮫皮 を張 った太鼓 パ フの 演奏 をそれ ぞれ伴 な ったフ ラで、

全 く別個 の もの であ ったが 、次 第に フラ ・イブ もフ ラ ・パ フ も同 じフ ラの 曲で 踊 るよ う

にな り、使 用す る楽器 も次 第 に伝統 的 に純粋 な イブ やパ フ を用い な くなった。瓢 箪 で作

られた打楽 器 を用 い るフラは、 フ ラ ・イブ のほか 、 フラ ・イブ ・ワ イ(hulaipuwai)、

フ ラ ・パ ー ・イブ(hulapaipu)と 呼 ばれ た。パ フ に似せ た皮張 りの木の ドラム を使 っ

たフ ラ もフ ラ ・パ フ と呼 ばれ る よ うに なった。 そ して、 フ ラ ・パ フ と呼 ばれ たフ ラ も実

際 にはパ フ では な く、 イブや ブ リキの 缶 な ど も代 用 され 、 いつ れ もイブ と同 じ様 に用い

られ る よ うに なった。

④ フ ラ ・ウ リウ リ(hula`uli`uli)は フ ラの中 で も最 も良 く知 られ た もので あ

り、 ウ リウ リとい う直径3～6イ ンチの 瓜 または椰 子の 中空の実 で出 来た もの に持 ち手

が付 いて いて その先 に鳥 の羽毛 を円形 に束 ね た飾 りがつ いて いる もの で ある。 これは立

踊の フ ラで も用 い られ 、伝 統 的 には ウ リウ リを右手 で持 って、左 手で 身振 りをす るの で
ほの

あ るが、ハ パ ・パ オ レの曲 に合わせ て のフ ラでは、 両手 に一つづ つ ウ リウ リを持 って踊

るよ うにな った。

(2)フラ ・ク ・イルナ(hulakuiluna)。 これ は立 踊 フ ラ(standinghula)で あ り、前

述の座 踊 フ ラ と比べ る と、座 踊 フ ラの うちの アニマ ル ・フ ラ、 ゼ スチ ャー ・フラの うち

のバ イウマ ウナ ・フラ などの よ うに メ レの歌詞 に盛 られ た感情 を表現 す る といった要素

もあ るが、主 にゼ スチ ャー(身 振 り)が 主体 の フ ラで あ る。座 踊 フ ラの イ ンス トラ メン

タル ・フ ラでは、楽 器の 演奏 に合 わせ た動 き(こ れ は演奏 とい う動 作上 伴 な う必然 の も

の と、慣 習 的 な もの とあ る)と 歌 詞 を表 わすヂ ェスチ ャー を結合 した動 きを坐 った姿勢

で踊 る行 き方で あ ったが、 この立踊 フ ラは立 った姿勢 で歌詞 の 内容 を表 現す る純粋 な踊

りとい うこ とが 出来 る。

1)フ ラ ・カラア ウ(hulakalaau)。 別 名 ステ ィ ック ・フ ラ(stickhula)と も

言 われ、長 さ約9イ ンチの先 の細 くなった棒 を数 イ ンチの長 さで太 さ2イ ンチ程 の先 の
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細 くな った棒 に打 ち鳴 らし乍 ら踊 るフ ラで 、棒 を持 って打 つ 人 と踊 る人の二 手 に分 か れ

て踊 られ る。 この棒 の材 質 には、 よ く音が響 くとい う理 由で カウ イラ(kauila)の 樹 が用

い られ る。

2)フ ラ ・オラバ(hulaolapa)。 フ ラ ・ア ラアパ パ(hulaalaapapa)。 号ll の々

名 称 で呼 ば れ るが 同 一 の フ ラ を指 す。 非常 に きび きび した動 きの フ ラ で、 ホ オパ ア

(hoopaa)と い う打 楽器 の イブ をた た くグルー プ とオラバ(olapa)と い う足 を踏 み鳴 ら

す グルー プが フ ラの伴奏 を演 ず る もの で あ る。古 い時代 の フ ラで レベ ルの高 い もの とさ

れ てい たが時 代が下 が るに従 って どち らか と言 うと粗 野 な踊 りとされ る よ うに な った。

3)フ ラ・マ ナ イ(hulamanai)。 フ ラ ・マ イ レ(hulamaile)、 フ ラ・マ コイ(hula

makoi)、 フ ラ・モ コイ(hulamokoi)と も呼 ば れ る。 マ イレ とは蔦 を意味 し、マ コイ(モ

コ イ)は 釣 竿 を意 味 す るが、 この フ ラでは、 地面 に円 形 に坐 った女性 の輪 の 中心 に一 人

の 男が 立 って両 手 に蔦 を結 び付 けた棒 を持 って 踊 る もので 、 これが 釣竿 の様 に 見え るの

で この フラ には こ う した呼 び名が 付 いて い る。

4)フ ラ ・キ レ レイ(hulakilelei)。 フラ ・キ ケ レイ(hulakikelei)と も呼 ば れ

る。 両腕 に よ るヂ ェスチ ャー とス クエアー に立 った足 で ジャ ンプ す る仕 草 が特徴 の フ ラ

で 、楽器 の伴 奏 な しで踊 られ る。 ニ イハ ウ島や カウ ア イ島で採譜 され た ものの みが記 録

として残 されて い る。

5)フ ラ ・クイ ・モ ロカ イ(hulakuimolokai)。 モ ロカイ島 に起 源 を有す る と

言 わ れ るが 、 この 島以外 で 見 られ るフ ラで 、楽器 の伴 奏 な しで踊 られ る。 踊 りは二 人一

組 で 行 なわれ 、一 見 した とこ ろボ クシン グを して い る様 な格好 に見 え る。

(3)そ の他 の フ ラ。 これ まで、立踊 、座踊 の フ ラにつ いて 、「～フ ラ」と名称 の 付 されて

い る もの につ い て簡単 に触 れ て来 たが、 これ 以外 の もので あげ る とす れ ば、 フ ラ ・カケ

(hulakake)が あ る。 これ は別 名 ダ イア ログ ・フ ラ(dialoguehula)と も言 われ ・ハ

ワ イの 王族 等の 間で歌 われ た もの で、 これ に合 わせ て踊 る とい うもので は ない。 また、

フ ラは本来 よ く トレーニ ング され た者 に よ って歌 わ れ る もの で あるが 、そ うで ない者 が

間 に合 わせ 的 に歌 ったこの フ ラ ・カケ をヘ レ ン ・ロバ ー ツ は 「プ レ イ ン ・フ ラ」(plain

hula)の 一種 と して記録 して い る。

[2]ハ ワ イ語 とその詩作

古代 ハ ワ イ音 楽 の声楽 につ い て論 ず るに当 た って 、先づ 声 楽で歌 わ れ る言葉 であ るハ

ワ イ語 、ハ ワ イ語 で歌 われ る詩(poetry)な らび に詩 作(poeticalcomposing)に 就 い
　　 　

ては是非論 及してお く必要があろ う。 その理由は、古代ハワイ人等に とって歌 うことの

主たる魅力はその歌 うハワイ語の詩 とその内容 にあったか らである。ハワイ諸島を北の
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古代ハ ワイ音楽(1)

頂 点、 イー ス ター島 を東の頂点 、ニ ュー ・ジー ラン ドを南の頂点 とす る三角形 の地域 を

オー ス トロネ シア(Austronesia)と 言 うが 、ハ ワイ語 は、 この 「オー ス トロネ シア語族」

(Austronesianlanguagefamily)と い う範 疇の言語 に属 している。 この グルー プの言

語 は以前 は 「マ ライ ・ポ リネ シア語族」(Malayapolynesianlanguagefamily)と も呼

ばれて いた様 に、 この 言語 圏は太平洋 か ら東南 アジアつ ま り、台湾 ・フ ィ リピン ・マ レ

ー シア を経 て南 イン ド洋 のマ ダガ スカル島やア フ リカ大陸東岸 に も至 る範囲 に及ぶ とさ

れて いる。 この こ とは、ハ ワ イ語 と例 えば イン ドマ レー(Indo・Malay>人 等の 話す言語

とが同系統 の言語で ある ことを意味す るが、 これ は同 じ事 物 を指 す単語や動詞 の語 尾変

化 を比較 した歴 史言語学者 等に よって証 明 され てい る。ハ ワ イ人は魚の こ とを「i`a」、家

の こ とを「hale」、 目の こ とを「make」 とい うが東 南ア ジアで はそれ ぞれ、 「ika」、「fare」

(または 「`are」)、「mata」 と言 う。 ちなみ に、興味深 い こ となが ら、古代 日本 語 を形成

す る2つ 以上 の言語の うちの一つが オース トロネ シア語 に属 する と もいわ れて いる。太

古 の時代 イ ン ドか らマ レー シア半 島にか けて住 んでた人等が 、ニ ュー ・ギニアの北海岸

を経 て メラネ シアの諸 島か らポ リネ シア地域 に移 り、そ して南太 平洋 を経 て太 平洋の 中

央 に位置 するハ ワイに到達 した もの と言われ ている。 従 ってこの民族移動 の経 路 に当た

るマル ケサ ス ・タヒチ その他 南太平洋上 の諸島 で話 されて いる言語はハ ワイ語 に近 い関

係 に あるこ とは言 うまで もな い。

ハ ワイ語 の最 大の特徴 は、西欧 人が18世 紀後半 か ら19世 紀前半 にか けてハ ワイにや っ

て来 る迄の 間、専 ら話 し言葉に終始 したため に読 み書 きのた めのハ ワイ語 の文 字 とい う

もの は存在 しなか った。 古代ハ ワ イでは文字が ない まま、歴 史、家系、神話 などは相 当

複雑 な もので さえ、記憶 のみ を頼 りに何世 紀 もの間語 り伝 え られた。 この様 に話す言葉

だ けの ため にあ ったハ ワ イ語は、表現 力の豊 かな音楽 的 な言語 として形成 された。 この

ハ ワイ語が読 み書 きの ため の言語の機能 を も持つ よ うに なったのは、実は 、1819年 に最

初にア メ リカの ボス トンがや って来 た、 カル ビ ン派の キ リス ト教 宣教師 に続 いてハ ワイ

に来て宣教 、改宗の ため に活躍 した宣教 師 たちの努 力の賜物 であ った。彼 らは先づ 布教

に必要 であ ったためハ ワ イ語 を習得 し、教 義、聖書 、讃美歌 をハ ワイ語 に翻 訳 したが、

一 方 では、習い憶 えたハ ワイ語 をアル ファベ ッ ト文 字 を用 いて表記す る方法 を編み 出 し

た。ハ ワイに来 て布教 に 当た っていた複数 のア メ リカ人宣教 師が合議の上 、ハ ワイ語 の

子音 は、H、K、L、M、N、P、W、 そ して母 音は英語 同様A、E、1、0、Uの5

音 に落 ち付 いた。 この12文 字がハ ワイ語文字 として今 日も用い られ てい る もので あ る。

話 し言葉 のみの存在 であ ったため に表現 力豊 かな音楽的 とも言 える多彩 さを持 った言語

も、 この書 き言葉 としての機能 を持 つ に至 ってその言語 としての成長 は終 り、最盛期 で

は70も のハ ワイ語 の新 聞が発行 されて いた時代 か ら、1948年 の最 後のハ ワイ語新 聞「カ・

ホ ク ・オ ・ハ ワ イ」(KaHokuOHawaii)の 廃 刊 を経 て、今 日では死語 への一途 をた

一77一

,



古代ハワイ音楽(1)

どって い る。古 代ハ ワイ音 楽で歌 わ れ るハ ワ イ語 の詩 に よる表現 は、現 代 の詩 に対 す る

通 念か らす る制 約 を超 えて 自然 の美や神 秘 な事 物 に対す る畏敬 を表現 して い るが 、 これ

らの詩 に よって歌 われ る真 意が理 解 され る と、 これ ら言葉 に よる表現 を超 えて その根底

に ある作者 の意図 に触れ るこ とが出 来 る とされ てい る。 これ らの詩 をチ ャ ン トとして歌

う人等 もこの気持 ちで歌 えるこ とに魅せ られて歌 ったの で あ る。

メ レで歌 われ るのは 、周囲 の事 物 、天空 、太 陽、 月、星、海 山 、花 、草 木 な どの 自然

のほ かに、 メレの うちで もコイホ ヌア(ko`ihonua)な どで は祖 先 に関 して詳細 かつ正確

に叙述 され る。大部 分の もの が相 当詳 しい家 系 の内容 にかか わ る もので あ ったので 、 メ

レの詩 を作 る人等 は、先づ ハ ワ イ独特 の詩 と しての表現 の 出来 る言葉 の使 い手 で なけれ

ば な らないの と同時 に、特 に貴族 あ るいは名家 の家系 な らび に歴 史 を克 明 に記憶 して こ

れ を言葉で表 現す るだけの識者 で あ る必要 が あ った。 コイホ ヌア の様 に殆 ん どワン ・ノ

ー ト(一 つ の音)で これ を引 き延 ば す様 な単 調 な旋 律 を伴 な う詩 を作 るこ とが 、歌詞 の

作詞 と言 えるか どうか であ るが、矢張 り作 られ た もの は詩 とい うべ きで あ ろ う。 この詩

を作詞 出来 る者 につ いては生 活上厳 しいタブー が課せ られ ていた。

メ レをハ ワ イ語 の詩 として 、 これ をギ リシャ詩 や英詩 、 さ らにヘ ブ ラ イ詩 と対 比 して
　ユ　　

その特 徴 を解 明 した興味深 い研 究 もあ る。 また、 これ ら古代 ハ ワ イの メレを現 代のハ ワ

イ語 と対比 した場 合、 メレの詩 独特 の特 有表現(dialect)と いった もの が指摘 され てい

る。例 えば 、散文 で は滅 多に見 られ な い語 法、文 章構成 、大 胆か つ前例 の ない省略 、時

制 、格 の 突然の変 化 な どで あ るが 、 と もあれ、 メレの持 つ詩 的特性 こそが歌 う人に とっ

ての歌 う事へ の魅 力 とな っていた ので あろ う。

[3]フ ラにつ いて

ハ ワ イ語 で フ ラ(hula)と い うと、ハ ワ イ固有 の伝統 的 な舞 踊 を指 す が、舞 踊 その もの

の他 にhuladancer(フ ラの踊 り手)、 フラ ・ダ ンスをす る動 作 を も意味 す る。 フラの起

源 を探 るに して も記録 に 当た る ものは、ハ ワイ人の 間に あっ た伝 承以外 に ない。伝承 に

よ る と、 その か み、 男性 と女性 で いず れ もラ カ(Laka)と 呼 ば れ る二 人の神 が カ ヒキ

(Kahiki)か らカ ヌー に乗 ってハ ワ イにや って来 てハ ワ イ人の ため に踊 っ た とい うのが

最 初 で、 その後 男神 のラ カは居 な くな り、残 され た女 神の ラカが 一人 で踊 った と言 われ

て い る。 又、一方 で は、 フラは 男だ けに許 され た神聖 な踊 りとされ これ を治 め る男神 ラ

カが先 ず存 在 し、そ の後、 火山の女 神ペ レ(Pele)の 妹 ヒイア カ(Hiiaka)が 、 この ラ

カか らフラ を習 って 、ナナ フ キ(Nanahuki)の 浜辺 で女神 ホ ポエ(Hopoe)の 前で 踊 っ

て 以来女神 に も許 され るよ うにな った とい う説 もあ る。先 ほ どの 女神 ラ カはフ ラにつ い

て のすべ て を統 治す る立場 に あ り、 フ ラの儀式 な どでは ヒイアカや ホポエ はむ しろ脇役

を演 じた。 この女 神 ラカは二 重 人格 者 で、怒 った時 は カポ(Kapo)と い う女性 にな り、
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優 しい ときには女神 ラ カに戻 る とい った ところが あ った とい う。 今 日で もラ カ とヒイア

カは フ ラの女 神 して崇 め られ て い る。 フ ラは 当初 は男性 と女性 に よって演 じられ て いた

が、神 殿 にお ける礼拝 の儀式 にお い ては男性 のみ が演 じる こ とを許 され た。 フ ラがハ ワ

イ人の間 に次第 に浸透 す る と、物事 を教 える手だ て、娯楽 、 それ に一種 の 呪術 として用

い られ るよ うにな った。 これは、 あ る動 作 を身体 でパ ン トマ イムす る こ とに よ って それ

が将 来の 出来事 をコ ン トロー ル 出来 る と信 じられ て いた こ とを意味 す る。 従 って、将 来

起 って欲 しい と願望 す る出 来事 、 例 えば、狩 猟で の成功 、豊作 を願 うため の フ ラが それ

ぞれ 存在 して いた。 このほ か、古 代のハ ワイ人の みが知 って いた とされ る一種 の 自衛 術

で あ ったルア(1ua)の 基礎 を形成す る もので もあ った。

フ ラが一 般 に広 ま った一 方で 、 フラの踊 り手 とな るため にはか な りの苛 酷 な練 習 を必

要 と したので 、戦 いに明 け暮れ 、男性 固有 の役 目も果 た さね ば な らなか った ため、 男性

だけで はフ ラの踊 り手 を まか ない得 な くな り、次 第 に女性 も男性 と同等 に フラの踊 り手

として の役 割 を担 うよ うに なった。

西 欧 との接触 以前 のハ ワ イでは石器 時代 と言 って もよい簡素 な生活 が営 まれて いたが 、

非常 に細 く組織 的 に構 成 され た カブ(kapu)と い う掟 に よって律せ られ て いた。 これは

お もにハ ワイ人の 日常 生活 と階 級制 度 を定 めた もの であ り、古来 ア リイ(ali`i)と いわれ

る貴族 がマ カア イナナ(maka`ainana)と 呼 ばれ た平 民達 を支配 す るこ とを定 め てい た。

それ はフ ラの世 界 に も持 ち込 まれ た。 フラ には 三つ の 目標 の もとに踊 られ る とされ た、

それ らは第一 に神 の栄光 、次 にハ ワ イ人 の貴族 、人種 、叙事 詩の 偉大 さへ の覚 酬 、次 に

技 能の 完壁 を目指 す こ と、で あ る。 フ ラの精 神 とか理 念 それ に技 能はハ ラウ(halau)と

い う学校 で教 え られ た。 カウア イ島(Kaua`iIsland)の ハエ ナ(Ha`ena)近 くのケエエ

(Ke`6)に は フ ラの女 神 ラ カの学 校 の跡 だ と言 われ る場 所 が あ る。 フ ラの 踊 り自体 は本

来、 力強 く、一種 の体操 の役割 もし、筋 肉的 な感 じの もの で あ ったが 、女性 が フ ラを踊

るこ とを許 され て以来 、踊 りの動 きは よ り一層 優雅 とな り、 クック船 長が訪 問 した1778

年 頃 には、 これ が完成 の域 に達 す るまでに なった。 この 頃の フ ラは時 として楽器 で伴 奏

され るか、 または、楽 器で伴 奏 された チャ ン トに合 わせ て踊 られ、 チ ャン トで はフ ラ も

表現 す る内容 が歌 わ れた。貴 族 であ るア リイの後援 の もとフラ ・ハ ラウ(hulahalau)

と呼 ばれ るフラ を教 え るこ とを職業 とす る人達 が 出現 したが 、 その背 景 には、 ア リイの

並 み並 み な らぬ フラに最高 の もの を求 め る思 い 入れが あ った。 すべ ての フ ラの 学校 は厳

格 なルー ルで貫 かれ た。 フ ラの学校 の先 生 クム ・フ ラ(kumuhula)は 宮廷 か らの支援

の あ る非常 に高 い専 門職 の地位 に あった。 クム ・フ ラには、 彼 らが身 に付 けてい るチ ャ

ン トと踊 りに よって その序 列が 定め られ た。古代 ハ ワ イの社 会 では クム ・フ ラの地位 は

世 襲制 で特権 を伴 な うもので あ った。 また、 クム ・フ ラは 、 フラの教 師、訓練 者、 チ ャ

ン ト歌 手 とい った地 位 を伴 な う責 任者 とな る以外 に、訓練者 、振 付師 、 フラ ・ス クー ル
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の募集責 任者 、果 ては取 引や建 築の世 界の責 任者 とな るこ と もあ った。

ハ ラ ウへ の入学 は その者の家 系 に よって左右 され たが、 踊 り手 の選 抜 の基準 は体 型、

優 雅 さ、健康 、機敏 さに よって行 なわれ た。 しか し、首長や その 子女 は特 別 な扱 いでハ

ラ ウに受 け入れ られた。 また、神聖 なチ ャ ン トを歌 え るの は 当時 は男性 のみ に限 られて

い た。

ハ ラ ウで の クラ ス分 けは姓 別、階 級、経 験、 目的 、フ ラの種 別 に よ って お こなわれ た。

又、ハ ラウで 教 え られ る フラ の種 類 に は、宗 教 的 な 目的 で 踊 られ るフ ラ ・パ フ(hula

pahu)と い う ドラム の伴 奏 に よ る最 も神 聖 とされ る もの と、 フ ラ ・ア ラアパ パ(hula

`ala`apapa)と い
って、統治 者の過 去 と現 在 の業績 、神 の栄光 、歴 史的 叙事 に関す る もの

が あ り、 この方 は イブ ・ヘ ケ(ipuheke>と い う瓢箪 で作 られ た打 楽器 で伴 奏 され た。

ハ ラウの 内部 で は、 ホオバ ア(ho`opa`a)と 呼 ばれ る音楽家 とチ ャン ト歌手 が居1)こ れ

らが フ ラの 踊 り手 を指導 す る立場 にあ ったが、 古来現 在迄 のチ ャ ン トを記憶 して これ を

保 存す る役割 を担 って いた。ハ ラウで は、賞罰 の一連 の規 則の他 に フラの女神 ラカが祭

られ てい る祭 台 に対 す る儀 式等 につ い て も定め られ てい た。 また、 フラの 踊 りを習 う者

の掟 と して、ハ ラ ウ内での性 的行為 の禁 止、 クム に対 す る不 平の禁 止 、手 の爪 と頭 髪 を

切 るこ との禁 止 、そ して、毎 日沐浴 、衣類 を取 り替 え るこ と、 そ して女性 は髪 を伸 ば し
く　の

放 題で軽 く櫛 です くだ け とい った身体 の清 潔 を求 め る定め もあった。又 、パ ラ(hala)の

花 は失 敗、死 を意味 す る花 なので用 い る こ とが禁 じられ た。 ハ ラ ウの すべ ての教科 課程

を終 了す る とテス トが行 なわれ、 さらに神 聖 な儀 式 を経 て、一 人前の フ ラの踊 り手 とし

て活躍 す る こ とにな る。

フラで表現 す る もの の主 な もの は 自然 の美 で あった。岸 辺の波 ・瀧 の情景 ・風 の そ よ

ぎ・雨 の風情 といっ た ものが擬 人化 され て フラで表現 され た。 モナ(mona)と い う神が

持 つ超 自然 的パ ワーが あ り、 人間の世 界の豊 か さ、土 地や海 の豊 僥 とい った もの も もた

らす と考 え られ てい て、 これ が 自然の万物 に生 気 を与 えて いる とされ た。

ハ ワ イ人に とって フ ラの踊 りにはチ ャ ン トは欠かせ ない もの で あったが 、チ ャ ン トあ

るいは唱 うこ との真 の魅 力 はその歌 詞 にあ った。 これ らのチ ャ ン トは 口伝 に よって世代

か ら世 代へ と伝 承 され たが 、果 た して正確 に伝 え られ たか否 かにつ いて は議論 のあ る と
　　ミ

ころで あ り、ヘ レン ・ロバー ツ(HelenRoberts)に よる と、 「口伝 に よる当然の結 果 と

して 、一 曲の メレや チャ ン トが い くつ もの変形 した もの が派生 した」 とい う。

メレ・フ ラ(melehula)は ダン スを伴 なったチ ャ ン トあ るいは楽器 に合 わせ ての ダ ン

スを伴 なったチ ャ ン トを言 うが、恋 愛 、戦争 、神 々、ア リィ(貴 族)の 栄 誉の ほか 島民

の あ らゆ る生活 の場 面 を盛 り込 ん だ歌 の こ とで あ り、ハ ワ イ人達 の生 活の その もの を写

す あたか も鏡の如 き もので あ った。 また、 フ ラは 人の誕 生、祭 り、婚 礼、葬 儀 とい った

際 に神 々の霊 を呼 び 出す手 だて として 踊 られ た し、 この ほか 、戦 争 、呪術 、魔法 の行 な
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われ る際 に も夫 々の理 由付 け を伴 なって フラが演 じられた。 この様 な情 景 はハ ワイ を訪

れ た初期 の探検 家 た ちに よって克明 に記録 され て いる。

フラが男の 自衛 の ための一種 の武術 として踊 られ、戦 いの ための リハ ーサル を兼ね、

また、 戦 いの儀 式 としての踊 り(wardance)と して も踊 られ た こ とは、現在 の フラ ・

クイ(hulaKu`i)の 踊 りの ステ ップ に も残 され て いるこ とで もわか る。 また、 フ ラには

コ ミッ ク ・ダ ンス としての一面 もあった。 タ ヒチで は同 じ風 習が あるが、 フラ ・ダンサ

ーが顔 をね じ曲げてお か しな表情 を し乍 ら踊 る ことが 時折 お こなわれ た
。 貴族 をた たえ

るフ ラでは手 で胸 を力強 く打 って音 をたて た り、個 々に違 った動作 を しなが ら機敏 に体

を動か す もの もあ った。 貴族の葬 列 に踊 られ るフ ラでは、 カニカ ウ(kanikau)つ ま り悲

しみ を表わす チ ャン トに合わせ て、マ ッ トに座 った ままで身体 と腕 を静 か に動 かす動作

と、座 ったの と膝 まつ いたの との 中間 の姿勢 で、す早 く身体 と腕 を動 かす動作 を繰 り返

す とい う踊 りが踊 られ た。 そ して この 踊 りは喪 が明 ける迄 続 け られ た。 当時の ハ ワイ人

には物事 の 因果 関係、つ ま り、 原因 と結果 の相 関関係 があ ま りは っ き りして いな い とこ

ろが あ り、 フ ラの踊 りで演ず るこ とに よ り、権 力、健康 、豊 か さ、 とい った ものが実現

出 来 る もの と信 じ られ て い た。 フ ラ の 形 式 と して は、 イ メ ー ジ ・ダ ン ス(image

dance)、 イメー ジ レス ・ダ ンス(imagelessdance)、 それ にこの複合型 と三種類 が あっ

た。 イ メー ジ ・ダ ンスは、 その事物 をフ ラで演 ず るこ とに よ り、その もの を実現 し支配

し得 る とす る もので あった。特定 の人物 、願 い事 、戦勝 、守猟 の成 果、 な どで あ る。 イ

メー ジ レス ・ダ ンスで は宗教的 な概 念 、理 念、願望 をフ ラで演 じた。実 在の事物 で な く

薬効 、豊 作、縁組 、死、 葛藤、 といった抽 象的 な もの が演 じられたが 、円形 を作 り乍 ら

踊 るの が特 徴で 、 ダンサ ーは踊 り乍 ら法悦 の気分 に なる ことを 目指 して踊 った。

フラその もの 、お よびその移 り変 りはハ ワイ人 とその社 会 を物語 るハ ワ イの歴 史書 で

あ る と言 って も良 い。神 と人 とのかか わ り、ハ ワ イ民族 の栄光 と繁 栄へ の祈 り、 自然の

崇 高 さへ の讃美 、 といった ものが厳 しいダ ンス技能 の習得 を通 じて、踊 りに よって完壁

な迄 に表現 され て来 た。19世 紀 の終 わ りか らフ ラは、 フ ラ ・クイ(hulaku`i)の 時代 に

入 った と言 える。 この きっか け となったのは、先づ19世 紀 に入 る と、 当時 熱心 に布 教活

動 を しハ ワイ人達 に強 い影響 を持 ち始め て いたキ リス ト教 宣教 師達 が フ ラダンス を見苦

しい仕草 と断 じて禁 じた こ とで あ る。 これ らの フ ラ ・ダ ンス に対 す る様 々なか た ちでの

抑 圧は 、か な り強力 な もので あったた め、 これ迄 のか た ちでの フ ラ ・ダ ンスは19世 紀半

ば頃 には、表面 的には絶滅 しか けた状態 に あった。 宣教 師達 には見苦 しい と見 られた フ

ラ も一般 の旅行者 に とってはエ キ ゾチ ックで官能 的 な踊 りと して好 奇 な 目を もって見 ら

れ、 この こ とが 、 その 後の復活 後の新 しいか た ちでの フ ラの行 き方 を与 え る もの となっ

た。

カラ カウア大 王(KingDavidKalakaua)(1836～1891)は その治世 の期間 、内政的
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に も外交 的 に も様 々 な手腕 を見せ た国王で あ ったが 、就 中、 ハ ワイの 伝統文化 の復活 と

維持 に心 血 をそそい だ。 彼は宮殿 内 を手 は じめ にフ ラ禁 止 の風潮 に対 す る断 固た る反対

の姿勢 を貫 くこ ととフラの保 護 とその ため の支援 に力 をつ くしたが 、 この フラの リバ イ

バ ル は文字通 り復活で あった以外 に、新 しいフラ、つ ま り、モダー ン・フラ(modernhula)

といわれ るフラの新 しい傾 向の ス ター トで もあ った。 これ は禁 止の憂 き目を見た50年 間

の間 にその素 地 が出来つつ あ った と言 える。 モ ダー ン ・フラの持 つ最 も大 きな新 しい要

素 は見 て もら うための 踊1)と い うこ とであ る。19世 紀末 か ら20世 紀 初頭 にか けてパパ ・

パ オ レ(hapahaole) 、っ ま り、ハ ワイ風 と西欧 風 を混合 した、ハ ワ イを題材 とした ポ ッ

プ ス風 の曲が作 曲 され る様 に な り、 これ らの曲の唄や 演奏 に合わせ てフ ラを踊 るのが フ

ラの普通 のか たち となった。 フラ を見 る人は、 これ らパパ ・パ オ レを耳 に しなが ら目で

は フラ を楽 しみ 、フ ラダ ンス もこれ ら見る人の ため に踊 る とい ったか ちたで あ る。 そ し

て フラは陽気で官能 的 なハ ワイ人につ いて最 も知 られて い るイメー ジの一つ とな り、 こ

れが文化 的特 徴 ともされ るこ とがあ り、訪 れ よ うとす る旅行 者 を引 きつ ける一 つの要素

となってい る。伝統 的 には、 メレ ・フ ラの内容 をゼ スチ ャー で表現す るのが フ ラの 踊 り

で あった ものが 、今や フラの踊 りのみが性格 を変 えて一 人歩 きす るかた ちにな って い る。

しか し、一 方で は、 フラ を伝 統的 なか たちで保 存 ・継 承 しよ うとす る人達 も多 く出 て来

て いる。 これ らの 人等 は古 来の伝統 的 フラ を良心的 に尊重 し、古 い記録 を頼 りに出 来 る

だ け、古 来の もの を再現 す るこ とにつ とめてい る。 今 日ではフ ラ ・ハ ラウ(hulahalau)

とい うフ ラの教 習場 が 多 く設立 され、互 いに競 争 し合 ってフ ラの技能 の上達 につ とめ て

い る。 フ ラの教 師で ある クム ・フ ラ(kumuhula)も 多 く輩 出 し、社 会的 に も高 い評価

を得て い る。往 時、 フラの踊 り手 となるために は性 的交渉 を断つ こ とが要求 されたが 、

今 日で は この様 な こ とはない。 しか し、 男性 の フラの踊 り手 の復活 をは じめ 、フ ラの 踊

りを通 じての古 来のHawaiianess(ハ ワ イ的 な もの)へ の 回帰は徐 々 に現実 の もの とな

っ て来て い る。 こ うい った風潮 は 今 日ハ ワ イ中 で盛 ん に な ってい る 「ハ ワ イア ーナ 」

("Hawaiiana")つ ま り、伝統 的 なハ ワイの文 化 に対 す る覚醒 と復活保 存の動 きの一つ の

大 きな要素 となって いる。

(1>1.「 ス テ ィー ル ギ タ ー の 起 源 」

注

第29回 日本人類学会 ・第29回 日本民族学会連合大会

昭和51年11月13日

於 愛知 学 院大学

2.「 ステ ィール ギ ター奏法 の起源 」

一HelenH .Robertsの 所 説 をめ ぐって一」

第29回 音楽 学 会 ・第29回 東洋 音楽 学 会合 同大 会

昭和53年11月18日
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